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ワークショップの開催日程

• 第1回　2019年10月30日（水）　道の駅たけはら 

• 第2回　2019年11月26日（火）　休暇村大久野島 

• 第3回　2019年12月20日（金）　竹原市民館 

• 第4回　2020年 1月17日（金）　竹原市民館











議論のルール
「フィンランドの小学生が作った」として  
紹介されているルールを参考にした

引⽤：北川達夫・フィンランド・メソッド普及会（2005）『フィンランド・メソッド⼊⾨』



1.�他⼈の発⾔をさえぎらない�
2.�話すときは、だらだらとしゃべらない�
3.�話すときに、怒ったり泣いたりしない�
4.�わからないことがあったら、すぐに質問する�
5.�話を聞くときは、話している⼈の⽬を⾒る�
6.�話を聞くときは、他のことをしない（⼿遊びはOK）�
7.�最後まで、きちんと話を聞く�
8.�議論が台無しになるようなことを⾔わない�
9.�どのような意⾒であっても、間違いと決めつけない�
10.�議論が終わったら、議論の内容の話はしない











ワークショップの手順

取り組むべき課題の整理：4グループ18件

課題グループごとに、解決のアイデア出し：108件

基本姿勢の設定：「大久野島未来づくりサイクル」

具体的アイデアの精査：108件 → 37件



ワークショップの成果







課題を解決するための  
具体的なアイデア①

エサの量をコントロールすることにより、 
ウサギの生息数が適正密度になる



課題を解決するための  
具体的なアイデア②

ビジターセンターを中心に 
「独自の環境教育」が展開される



課題を解決するための  
具体的なアイデア③

大久野島の情報や訪れる際のルールが集約され、 
広く発信される



ワークショップへの（個人的）感想と  
今後への期待
• 議論の面白さ：多様性を、どう受け入れるか 

• 言いっぱなしではなく、一定の方向性が見られた 

• 心地良いモヤモヤ 

• 分断の社会の中にあって、相互の関わりによる 
「価値観の変化」が感じられた 

• 担当者の異動などに左右されない、取組の持続性


